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2021年7月実施 言語研 言語情報

問I.

以下の文章は佐野(2016) からの引用である（一部改変）。 この文章を読み， 設問に答えな

さい。

英語の形容詞には述定専用の形容詞，装定専用の形容詞があるのに対して，日本語の形容

詞は一般に， 述語としても連体修飾語としても用いられる。

(]) この本はおもしろい。

(2) おもしろい本を読んだ。

そのような中で， 「多い」「少ない」は述定専用の形容詞である，あるいは装定用法での使用

に制限が見られるとして， 従来， その特異性が注目されてきた（中川1975. 仁田1980, 寺

村199I. 木下2004, 今井2012)。以下の(3)(5)は述定用法，（4)(6)は装定用法の例である。

(3)人ガ乏4ー。 （仁田1980: 238) 

(4)＊多工人ガ庭二集マッテイル。 （同：236)

(5) この辺には映画館が多止ですね。

(6)＊この辺には多込映画館がありますね。

（寺村1991: 264) 

（同）

確かに 「多い」「少ない」の使用制限は， 装定用法において顕著に見られる。 しかし後に

述べるように使用制限は①装定用法だけではなく， ②述定用法においても認められる。 ま

た，従来単 一的な説明しか与えられることがなかった装定用法の使用制限についても，実際

には様々なケ ー スがあり，どのような場合に許容され，どのような場合に許容されないのか，

またそれはなぜか， 再考の必要があると思われる。

本稿では，これまで議論されてきた装定用法における使用制限，および使用制限が生じる

理由を根本的に見疸し， 「多い」の使用条件を述定用法も含めた上で考察する。

なお 「少ない」の使用制限については， これまで先行研究において 「多い」と同一である

と考えられてきたが， 両者は使用条件が異なることがある。 また， 「遠い」「近い」について

も 「多い」「少ない」とほぼ同様に考えられてきたが（仁田1980, 木下2004, 中川2009), 

実際には異なる部分が大きい。従って， 「少ない」「遠い」「近い」については紙幅の関係上，

稿を改め論じたい。

（出典：佐野由紀子「「多い」の使用条件について」（『日本語文法』16巻2号, 日本語文法学

会, 2016年, pp.77-93, 一部改変）

設問I. 下線部①および②がそれぞれどのような用法か解説しなさい。 また，いずれか一方

だけの用法をもつ英語の形容詞を①と②のタイプそれぞれについて挙げなさい。

設問2． 例文(4)を意味を変えずに文法的な日本語の文に書き換えなさい。 ただし， 下線部

の形容詞の述定用法は用いないこと。その上で，書き換えた文の構造について解説しなさい。
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2021年9月実施 言語研 日本語

3． スタイルとキャラクタ

筆者は， 言語を4 つの階層に分けて考えることがある（金水20lla;20llb)。 仮に，〈子供

の言語〉，〈地域の言語〉，〈広域言語〉，〈グロ ー バルな言語〉と名付けている。〈子供の言語〉

とは， 人が生まれてから蓑育者に育てられる環境の中で身につける
“

母語
”

である。これは

手話を除けば100％音声言語である。 子供が成人する過程で， 多くの場合， いくつかの言語

変種を学ぶ（地域によっては，
“

母語
＂

とまったく異なる言語を学ぶこともある）。その言語

変種とは， 話者が場面に応じて使い分ける
“

スタイル
’

'がまずある。 普通体と丁寧体の区別

などがそのスタイルの典型である。言語変種を学ぶ際には，それを適切に用いるルールとと

もに学ぶことが必要である。 例えばポライトネス理論がそのルー ルについて 一つの見方を

示してくれる。そして， キャラクタすなわち話者の属性と結びつけられる言語変種がある。

これが役割語である。 スタイル変種や役割語を含む部分が 〈地域の言語〉である。〈広域言

語〉とは， 書記言語（文字言語）を中核とする， 科学技術や行政・司法や文芸等に関わる，

フォ ー マルな知的言語である。〈グロ ーバルな言語〉とは国家を越えた範囲でコミュニケ
ーションに用いられる言語であり， 今日の世界では英語がその代表である。

さて， 定延(2011)では， 人格， キャラクタ， スタイルを区別している。 人格とは話者に

とって本質的で不変的な部分で， ことばとの関連で言えば
‘‘

母語
”

すなわち 〈子供の言葉〉

と結びついていると言っていいであろう。スタイルとは上に見たとおり，場面の状況や話し

相手によって使い分ける言語変種で， これは意図的に切り替えができることが大人の印と

される。 つまり 〈地域の言語〉である。 キャラクタとは， 人格とスタイルの中間に当たるも

ので， 意図的な切り替えは一応可能であるが，基本的には話者によって固定化されたものと

見なされがちな属性である。 キャラクタが変わるところを人に見せることは一般的にはば

かられるものと定延は言っている。 キャラクタは， 話者の社会的に向けた
“

顔
”

と考えれば

よいかもしれない。 例えば35 歳の女性の高校教師の話者Aさんを想像してみよう。 学校

ではAさんは謹厳な教師として生徒や同僚と接している。 家庭に帰れば，5歳と7歳の2 

児の母であり， また夫に対しては妻， 義母に対しては息子の嫁として接している。実家に帰

れば父母の前では娘であり， 高校の同窓会に出れば， 学生の昔に戻ったように振る舞う。そ

れぞれの顔がいわばキャラクタであり，それぞれにふさわしい言葉遣いが想像できる。その

言葉遣いのそれぞれが， 役割語であると言える。

スタイルとキャラクタは， 連続している面， 相互に関連する面があるので， 厳密には区別

出来るものではない。例えば方言は，意識して切り換えるスタイルとしての側面を持ってい

るが， 方言話者というキャラクタも確かに存在する。ここでは， 社会的属性と結びついた言

葉遣いがあるという点を押さえておけば十分であろう。さらに大事なことは，これらの言語

変種は自分が使用するものばかりではなく， むしろ認識はできるが自分では使用しないと

いう変種の方がはるかに多いのである。 しかもそういった変種を理解できなければ社会的

生活に支障を来すし， 小説， 映画， マンガ， アニメ等のフィクションを楽しむこともできな

し) 0 

（出典：金水敏「役割語と日本語教育」（『日本語教育』150巻, 日本語教育学会, 2011年, pp.34-41, 

一部改変）
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